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６月のめあて 「おちついて ろうかをあるこう」 

全校スローガン「 絆 ～全力・協力・応援～ 」を合言葉に、全校の気持ちを一つにして取り組んだ運動会

が終わり、校舎内で落ち着いて学ぶ授業が増えてくる時期になりました。 

子どもたちの校舎内での過ごし方を振り返ってみると、校舎の造り（長い廊下）も影響しているのでしょう

か、とくに休み時間、廊下を走る子が非常に多いことに心配をしています。トイレに行きたくてつい廊下を走

ってしまう子、係の仕事で職員室や保健室に向かう際にあわてて走っている子、いち早く外で遊びたくて走っ

ている子など多く見かけます。「走ると危ないよ。」「廊下は歩いてね。」と声をかけていますが、なかなか走る

子が減らないのが現状です。つい最近も、廊下を走っていた子が、曲がり角で歩いてきた子にぶつかり、お互い

に打撲したということがありました。 

そこで先日、朝の全校朝会を利用して、生活・特活指導部を担当する教諭から、子どもたちになぜ廊下を走っ

てはいけないのかを説明し、学校全員で落ち着いて廊下を歩けるよう取り組んでいこうという話をしました。

そして、各クラスで、どのように行動したら走る人が減るのかを考えてもらいました。「休み時間になったら友

達と話していないで、すぐにトイレに行く。」「チャイムが鳴ったらすぐに遊びをやめる。」「時計を見ながら早

めに行動する。」など、具体的な姿で考えていきました。 

今、各教室には、走ってしまった人の数を毎日記入できる表やグラフが貼ってあります。自分たちの行動の

結果を目に見える形で示すことで、行動の変化を実感してほしいと考えています。 

廊下を走ることは、危険が伴います。特に梅雨に入るこの時期は、廊下が濡れており、滑って転ぶことも考え

られます。怪我をして、悲しい思いをする子がいないように、落ち着いて廊下を歩くことができるよう指導を

していきます。ご家庭でも、一度「廊下、歩いてる？走っていない？」と話題にあげてみてください。 

下記に、全校朝会で担当教諭から子どもたちに話したことを、一部記載します。 

 

（省略）安全なはずの学校の廊下。今、自分は大丈夫と思った人、 

いませんか？ ちょっとまった！です。 

自分は大丈夫でも、あなたがぶつかった相手はどうでしょう？  

１年生だったら？ これから梅雨で、雨が降った日や、掃除の 

後は滑りやすいです。自分が倒れる、もしかしたら相手が倒れる、 

そして、歯や骨が折れたり、一生治らない怪我をしたり、もしか 

したら、死んでしまったりすることがあるかもしれません。 

ここまで、考えて行動してほしいのです。 

なぜかわかりますか？ あなたが大切だからです。（以下省略） 
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